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過
疎
地
域
活
性
化
優
良
事
例
と

し
て
総
務
大
臣
賞
に
輝
い
た
大
分

県
久
住
町
へ
、
八
月
に
続
い
て
十

二
月
に
も
立
ち
寄
ら
せ
て
も
ら
っ

た
。
全
国
町
村
会
財
政
部
会
長
の
衛
藤
�

天
町
長
の
町
で
も
あ
る
。

　

阿
蘇
か
ら
久
住
高
原
に
か
け
て
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
思
わ
せ
る
広
大
な
牧
野
が

広
が
っ
て
い
る
。
食
べ
る
た
め
の
家

畜
を
飼
わ
ず
、
ひ
た
す
ら
低
地
の
水

田
農
業
に
依
存
し
て
き
た
わ
が
国
で

は
、
二
つ
と
な
い
、
雄
大
で
美
し
い
風
景

で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
し
て
こ
の

風
景
は
、「
野
焼
き
」
と
い
う
人
の
営
み
に

よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。
三
月
の
野
焼

き
に
向
け
て
九
月
に
、「
輪
地
切
り
」
と
呼

ば
れ
る
防
火
帯
づ
く
り
の
作
業
が
あ
る
な

ど
、
大
変
な
労
力
が
か
か
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

過
疎
化
に
よ
る
人
手
不
足
の
中
、
久
住

町
で
は
、
平
成
七
年
に
町
外
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
加
を
募
っ
て
、
新
し
い
形
の

野
焼
き
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
危
険
だ
と

二
の
足
を
踏
む
牧
野
組
合
の
人
た
ち
を
説

得
し
て
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
取
り
組
み
を

実
現
さ
せ
た
の
は
、
旧
自
治
省
か
ら
大
分

県
庁
に
出
向
し
て
い
た
山
田
朝
夫
さ
ん
で

あ
る
。
そ
の
二
年
前
に
野
焼
き
を
体
験
し

た
山
田
さ
ん
は
、
こ
れ
こ
そ
都
市
の
人
た

ち
に
自
然
と
の
共
生
を
実
感
し
て
も
ら
う

価
値
あ
る
場
と
時
間
だ
と
直
感
し
た
。

　

自
然
と
の
共
生
の
実
践
の
と
り
こ
と

な
っ
た
山
田
さ
ん
は
、
そ
の
後
久
住
町
の

職
員
と
な
り
、
自
然
の
中
で
ホ
ン
ネ
で
生

き
る
仲
間
を
増
や
し
た
。
本
格
的
な
循
環

農
業
に
取
り
組
む
酪
農
家
や
、
Ｉ
タ
ー
ン

で
花
の
栽
培
を
す
る
人
も
い
る
。

　

今
回
案
内
し
て
も
ら
っ
た
の
は
、
白
丹

地
区
の
白
丹
町
と
い
う
集
落
の
、
十
日
後

に
完
成
式
を
控
え
た
集
会
施
設
で
あ
る
。

ダ
ム
建
設
で
水
没
す
る
旧
家
を
移
築
し
た

建
物
で
、
傍
に
は
昨
年
移
築
し
た
珍
し
い

石
積
み
の
壁
を
持
つ
蔵
が
風
格
を
添
え
て

い
る
。
ダ
ム
建
設
を
無
駄
に
し
な

い
、
な
か
な
か
価
値
あ
る
取
り
組
み

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
白
丹
地
区
の
住
民
は
、
住
民
負
担
で

温
泉
を
掘
り
当
て
、
す
で
に
温
泉
つ
き
の

地
区
公
民
館
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
も
頼

も
し
い
。
明
日
へ
持
続
す
る
価
値
づ
く
り

が
い
く
つ
も
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
接

し
、
嬉
し
く
な
い
こ
と
の
多
か
っ
た
年
の
終

わ
り
の
気
分
を
一
新
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
早
稲
田
大
学
教
授　

宮
口
�
廸
）

2387号

富士と流れ

明
日
へ
持
続
す
る
価
値
づ
く
り
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政 策

�一
、
市
町
村
数

　

平
成
十
三
年
度
に
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
の
交
付
が
見
込
ま
れ
る
市
町

村
（
以
下
「
交
付
見
込
み
市
町
村
」
と
い

う
。）
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
二
二
九
市

町
村
（
一
四
％
）
増
加
し
、
一
、
九
一
六

市
町
村
。（
表
１
参
照
）

（
対
象
農
用
地
を
有
す
る
市
町
村「
以
下
対

象
市
町
村
と
い
う
。」
二
、
一
三
八
市
町
村

の
約
九
割
）

二
、
協
定
数

�
集
落
協
定

　

平
成
十
三
年
度
に
新
た
に
締
結
さ
れ
た

平
成
十
三
年
度
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
の
取
組
状
況（
見
込
み
）

集
落
協
定
の
数
は
五
、
七
九
四
協
定
で
、

平
成
十
二
年
度
に
締
結
さ
れ
た
二
五
、
六

二
一
協
定
と
合
わ
せ
、
三
一
、
四
一
五
協

定
（
二
三
％
の
増
加
）。

�
個
別
協
定

　

平
成
十
三
年
度
に
新
た
に
締
結
さ
れ
た

個
別
協
定
は
一
〇
四
協
定
で
、
平
成
十
二

年
度
に
締
結
さ
れ
た
四
九
八
協
定
と
合
わ

せ
、
六
〇
二
協
定
（
二
一
％
の
増
加
）。

（
表
２
参
照
）

三
、
交
付
見
込
み
面
積

　

交
付
見
込
み
面
積
は
、
平
成
十
二
年
度

か
ら
約
九
万
二
千
ヘ
ク
タ
ー
ル（
一
七
％
）

増
加
し
、
約
六
三
万
三
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

（
平
成
十
三
年
度
ま
で
に
策
定
さ
れ
た
市

町
村
基
本
方
針
に
定
め
ら
れ
た
対
象
農
用

地
面
積
の
合
計
の
約
八
割
）（
表
３
参
照
）

※
以
上
は
都
道
府
県
か
ら
の
聞
き
取
り
に
基

づ
き
平
成
十
四
年
一
月
現
在
で
取
り
ま
と
め

た
概
数
値
。
十
三
年
度
の
同
制
度
の
実
績
は

六
月
ま
で
に
都
道
府
県
か
ら
の
報
告
に
基
づ

き
公
表
予
定
。
よ
っ
て
数
値
は
変
わ
り
う

る
。

（
参
考
１
）

 

集
落
協
定
に
よ
る
取
組
事
例 

　

担
い
手
の
不
足
し
て
い
る
中
山
間
地
域

等
に
お
い
て
耕
作
放
棄
の
防
止
等
を
図
る

た
め
、
本
制
度
に
よ
り
、
全
国
各
地
に
お

い
て
、
関
係
団
体
と
の
連
携
や
地
域
内
外

の
連
携
等
を
含
め
て
、
地
域
の
創
意
・
工

夫
を
生
か
し
た
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て

い
る
（
以
下
の
取
組
事
例
は
平
成
十
二
年

度
か
ら
の
取
組
内
容
）。

◎
事
例
１　

北
海
道
の
Ｔ
村
の
事
例

―
村
、
農
協
、
農
業
者
等
が
一
体
と
な
っ

た
取
組
―

　

同
村
で
は
、
本
制
度
の
導
入
に
当
た

り
、
農
協
、
農

業
者
等
が
一
体

と
な
っ
て
村
の

農
業
の
課
題
の

解
決
の
た
め
の

取
組
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
特

に
大
き
な
課
題

で
あ
る
高
齢

化
、
担
い
手
の

減
少
、
経
営
規

模
拡
大
に
伴
う

労
働
力
不
足
等

を
解
決
す
る
た

め
、
農
業
機
械

に
よ
る
作
業
を

請
け
負
う
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
組

織
を
設
け
、
こ

の
農
業
機
械
の

導
入
に
交
付
金

を
活
用
し
て
い

る
。

表１　　平成１３年度の交付見込み市町村数

増減（率）平成１２年度平成１３年度
２２９増（１４％増）１，６８７１，９１６交付見込み市町村数（　①　）
　２０減（０．９％減）※３２，１５８※２２，１３８※１対 象 市 町 村 数（　②　）

１２％増７８％９０％（①／②）
※１　平成１３年度に交付対象となる農用地を有する市町村として、都道府県から報告のあった

市町村数
※２　平成１２年度に交付対象となる農用地を有する市町村として、都道府県から報告のあった

市町村数
※３　平成１３年度の対象市町村数が２０市町村減少したのは、特認地域（都道府県知事が指定す

る条件不利地域）の追加により２７市町村が増加した一方で、農振農用地区域の変更等によ
り対象農用地を有しないこととなった市町村が４７あることによる。

表２　　平成１３年度までに締結された協定数

増減（率）平成１２年度平成１３年度
５，７９４増（２３％増）２５，６２１３１，４１５集 落 協 定 数
　１０４増（２１％増）４９８６０２個 別 協 定 数
５，８９８増（２３％増）２６，１１９３２，０１７合　　計

※　集落協定とは、直接支払いの対象となる農用地において農業生産活動等を行う複数の農業
者等が締結する協定であり、個別協定とは、認定農業者等が農用地の所有権等を有する者と
の間において利用権の設定等や農作業受委託契約に基づき締結する協定である。

表３　　平成１３年度の交付見込み面積

増減（率）平成１２年度平成１３年度
９万２千ha増（１７％増）５４万１千ha６３万３千ha交 付 見 込 み 面 積

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
取
組
状
況

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
取
組
状
況

―
対
象
市
町
村
の
九
割
で
実
施
―

　

農
林
水
産
省
は
、
生
産
条
件
の
不
利
な
地
域
の
農
家
に
国
が
直
接
交
付
金
を
支

給
す
る
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
つ
い
て
、
平
成
十
三
年
度
の
取
り
組
み

状
況
を
一
月
一
日
現
在
で
ま
と
め
、
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
。

　

同
制
度
は
、
集
落
・
個
人
ご
と
に
協
定
を
締
結
し
、
五
年
以
上
続
け
て
生
産
活

動
を
行
う
農
業
者
等
に
、
農
地
の
傾
斜
度
や
面
積
に
応
じ
て
交
付
金
を
支
給
す
る

も
の
で
、
十
二
年
度
の
交
付
金
総
額
は
四
一
九
億
三
、
七
〇
〇
万
円
。

　

十
三
年
度
は
対
象
農
地
を
有
す
る
二
、
一
三
八
市
町
村
の
う
ち
、
九
割
に
当
た

る
一
、
九
一
六
市
町
村
で
同
制
度
の
導
入
を
予
定
。
十
二
年
度
に
比
べ
二
二
九
市

町
村
（
一
四
％
）
増
加
し
て
い
る
。
新
規
の
協
定
に
つ
い
て
は
、
五
七
九
四
の
集

落
協
定
と
、
一
〇
四
の
個
別
協
定
が
結
ば
れ
た
。

　

制
度
適
用
の
前
提
と
な
る
集
落
・
個
別
協
定
の
締
結
対
象
面
積
は
概
算
で
、
当

初
見
込
み
（
約
八
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
約
八
割
に
当
た
る
六
三
万
二
、
五
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
導
入
初
年
度
の
十
二
年
度
に
比
べ
、
一
七
％（
九

万
一
、
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
増
加
し
た
。
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◎
事
例
２　

秋
田
県
Ｈ
町
の
事
例

―
農
協
と
も
連
携
し
た
広
域
的
な
取
組
―

　

同
町
で
は
、
農
協
が
中
心
と
な
っ
て
一

五
集
落
、
協
定
面
積
約
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
一
つ
の
集
落
協
定
（
Ｊ
Ａ
支
店
の
範

囲
）
を
締
結
し
、
交
付
金
の
二
分
の
一
を

共
同
取
組
活
動
に
充
て
、
水
路
・
農
道
の

維
持
管
理
、
景
観
作
物
の
作
付
け
等
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
交
付
金
の
経
理
事

務
は
農
協
が
有
償
で
受
託
し
て
農
協
職
員

が
担
当
す
る
な
ど
農
協
と
の
連
携
を
図
っ

て
い
る
。

◎
事
例
３　

三
重
県
Ｋ
町
の
事
例

―
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
活
用
し
た
耕
作

放
棄
の
防
止
―

　

同
町
Ｍ
集
落
で
は
、「
千
枚
田
」
に
お
け

る
耕
作
放
棄
を
防
止
し
、
地
域
の
景
観
・

伝
統
を
伝
承
す
る
と
と
も
に
、
観
光
の
振

興
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

「
千
枚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
」な
ど
の
取
組
を

展
開
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
千
枚

田
の
保
存
の
た
め
の
取
組
に
本
交
付
金
を

活
用
し
、
水
路
等
の
維
持
管
理
、
景
観
作

物
の
作
付
け
等
を
行
っ
て
い
る
。

◎
事
例
４　

京
都
府
Ｍ
市
の
事
例

―
集
落
外
の
住
民
と
の
連
携
に
よ
る
耕
作

放
棄
の
防
止
―

　

同
市
Ｓ
集
落
で
は
、
交
付
金
を
活
用
し

て
耕
作
放
棄
地
を
整
備
し
て
復
旧
し
、
そ

の
一
部
を
市
民
農
園
と
し
て
集
落
外
の
住

民
と
利
用
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
集
落
の

農
家
が
市
民
農
園
の
利
用
者
で
あ
る
集
落

外
の
住
民
に
対
し
て
農
作
業
の
指
導
や
農

機
具
の
一
部
貸
与
を
行
う
な
ど
、
集
落
の

農
家
と
集
落
外
の
住
民
が
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、
集
落
内
の
農
地
の
耕
作
放
棄
の

防
止
を
図
っ
て
い
る
。

◎
事
例
５　

大
分
県
Ｎ
町
の
事
例

―
町
内
の
協
定
締
結
全
集
落
で
連
携
―

　

同
町
で
は
、
約
五
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

対
象
農
用
地
に
つ
い
て
三
一
の
集
落
協
定

を
締
結
し
、
こ
れ
ら
の
全
協
定
集
落
で
推

進
協
議
会
を
結
成
し
て
農
作
業
受
託
等
に

関
す
る
集
落
間
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

全
集
落
共
同
で
、
集
落
間
の
連
絡
事
務
、

会
計
事
務
等
の
担
当
者
を
一
名
雇
用
し
、

事
務
の
円
滑
化
を
図
る
な
ど
、
集
落
間
で

の
連
携
を
強
め
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
ア
ド
レ
ス：

http://w
w
w
.m
aff.go

.jp/soshiki/koukai/chikishinkou/s
uisinzirei.pdf

）、
各
地
方
農
政
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
全
国
各
地
に
お
け
る

取
組
事
例
を
紹
介
。

（
参
考
２
）

 
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
概
要 

一
、
趣
旨

　

河
川
の
上
流
域
に
位
置
し
、
傾
斜
地
が

多
い
等
の
立
地
特
性
か
ら
、
農
業
生
産
活

動
等
を
通
じ
国
土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん

養
、
良
好
な
景
観
形
成
等
の
多
面
的
機
能

を
発
揮
し
て
い
る
中
山
間
地
域
等
で
は
、

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
平
地
地
域
と
比

べ
農
業
の
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
減
少
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
等
に
よ
り
多
面
的
機
能
の
低

下
が
特
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
担
い
手
の
育
成
等
に
よ
る

農
業
生
産
活
動
等
の
維
持
を
通
じ
て
、
中

山
間
地
域
等
に
お
け
る
耕
作
放
棄
の
発
生

を
防
止
し
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、
直
接
支
払
い
を
実
施
す
る
。

二
、
事
業
内
容

�
対
象
地
域
及
び
対
象
農
用
地

　

①
の
地
域
振
興
立
法
等
の
指
定
地
域
の

う
ち
、
②
の
要
件
に
該
当
す
る
農
用
地
区
域

内
に
存
す
る
一　

以
上
の
一
団
の
農
用
地

ha

①
対
象
地
域

　

特
定
農
山
村
法
、
山
村
振
興
法
、
過
疎

法
、
半
島
振
興
法
、
離
島
振
興
法
、
沖
縄

振
興
開
発
特
別
措
置
法
、
奄
美
群
島
振
興

開
発
特
別
措
置
法
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開

発
特
別
措
置
法
の
指
定
地
域
及
び
都
道
府

県
知
事
が
指
定
す
る
地
域

②
対
象
農
用
地

ア
、
急
傾
斜
農
用
地
（
田
二
〇
分
の
一
以

上
、
畑
、
草
地
及
び
採
草
放
牧
地
一
五
度

以
上
）

イ
、
自
然
条
件
に
よ
り
小
区
画
・
不
整
形

な
田
（
大
多
数
が
三
〇
ａ
未
満
で
平
均
二

〇
ａ
以
下
）

ウ
、
草
地
比
率
の
高
い
（
七
〇
％
以
上
）

地
域
の
草
地

エ
、
市
町
村
長
が
必
要
と
認
め
た
農
用
地

（
緩
傾
斜
農
用
地（
田
一
〇
〇
分
の
一
以
上

二
〇
分
の
一
未
満
、
畑
、
草
地
及
び
採
草

放
牧
地
八
度
以
上
一
五
度
未
満
）、
高
齢

化
率
・
耕
作
放
棄
率
の
高
い
農
地
）

オ
、
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
基
準
に
該

当
す
る
農
用
地

�
対
象
行
為

　

集
落
協
定
又
は
個
別
協
定
に
基
づ
き
、

五
年
間
以
上
継
続
し
て
行
わ
れ
る
農
業
生

産
活
動
等

�
対
象
者

　

集
落
協
定
又
は
個
別
協
定
に
基
づ
き
、

五
年
間
以
上
継
続
し
て
農
業
生
産
活
動
等

を
行
う
農
業
者
等
（
第
三
セ
ク
タ
ー
、
生

産
組
織
等
を
含
む
。）

�
交
付
単
価

（
注
）新
規
就
農
の
場
合
や
担
い
手
が
条
件

不
利
な
農
地
を
引
き
受
け
て
規
模
拡
大
す

る
場
合
は
田
で
一
、
五
〇
〇
円
、
畑
・
草

地
で
五
〇
〇
円
上
乗
せ
す
る
。

三
、
事
業
実
施
主
体
等

�
事
業
実
施
主
体　

二
の
�
の
①
の
対
象

地
域
内
に
②
の
対
象
農
用
地
を
有
す
る
市

町
村

�
補
助
率　

定
額

�
事
業
実
施
期
間　

平
成
十
二
年
度
〜
平

成
十
六
年
度

１０ａ当たり単価区　　　分地　　目

２１，０００円１／２０以上
田

８，０００円１／１００以上１／２０未満

１１，５００円１５度以上
畑

３，５００円８度以上１５度未満

１０，５００円１５度以上

草地 ３，０００円８度以上１５度未満

１，５００円草地率（７０％以上）

１，０００円１５度以上
採算放牧地

３００円８度以上１５度未満



町 村 週 報第２３８７号 （第三種郵便物認可） 平成１４年２月１１日 ４

政 策

平成１３年度中山間地域等直接支払制度の取組状況（見込み）

交付見込み面積（百ha）協　　定　　数市町村数都道府県名 計個別協定集落協定
（２，８７５）３，１７８（４２８）５７１（０）０（４２８）５７１（７１）９９北 海 道
（６５）１０１（３５３）５９９（８）１６（３４５）５８３（２７）４６青 森 県

東

北

（１６４）１８２（１，２８８）１，３９８（９１）１０８（１，１９７）１，２９０（５５）５６岩 手 県
（２０）２６（２８４）３２９（１３）１６（２７１）３１３（２２）２３宮 城 県
（４９）９２（５４７）７９７（３１）３９（５１６）７５８（４３）４９秋 田 県
（６６）８７（６４８）７９１（２９）２９（６１９）７６２（３７）４０山 形 県
（１０９）１３９（１，２１４）１，５８２（３９）４３（１，１７５）１，５３９（６１）６８福 島 県
（４７３）６２８（４，３３４）５，４９６（２１１）２５１（４，１２３）５，２４５（２４５）２８２東 北 計
（５）７（１０７）１４６（３）２（１０４）１４４（１１）１６茨 城 県

関

東

（５）１５（９１）１７２（３）４（８８）１６８（１２）１４栃 木 県
（１３）１６（１８９）２４２（７）８（１８２）２３４（２５）３３群 馬 県
（１）２（３３）５０（２）２（３１）４８（１０）１４埼 玉 県
（５）９（９７）１４４（０）０（９７）１４４（１１）１３千 葉 県
（０．３）０．４（７）８（０）０（７）８（２）２東 京 都
（１）２（２７）３６（０）０（２７）３６（５）５神 奈 川 県
（３６）４２（３７６）４３２（８）９（３６８）４２３（４４）５２山 梨 県
（６７）９４（１，０６６）１，５０３（１４）２６（１，０５２）１，４７７（８８）１１３長 野 県
（４２）４７（５４３）６１７（３）３（５４０）６１４（３６）３６静 岡 県
（１７５）２３４（２，５３６）３，３５０（４０）５４（２，４９６）３，２９６（２４４）２９８関 東 計
（１４９）１６２（１，０８１）１，１４９（７）７（１，０７４）１，１４２（６７）７０新 潟 県

北

陸

（２９）４２（２２５）３３４（０）０（２２５）３３４（２０）２６富 山 県
（２８）３６（４４７）５２２（４）４（４４３）５１８（２６）２８石 川 県
（２１）２２（２９９）３１８（０）１（２９９）３１７（３１）３１福 井 県
（２２７）２６１（２，０５２）２，３２３（１１）１２（２，０４１）２，３１１（１４４）１５５北 陸 計
（６９）７７（９３１）１，００５（１５）１５（９１６）９９０（６４）６８岐 阜 県

東

海
（９）１５（１６８）２８９（３）５（１６５）２８４（１３）１８愛 知 県
（９）１２（１６２）２１９（０）０（１６２）２１９（２８）３４三 重 県
（８７）１０４（１，２６１）１，５１３（１８）２０（１，２４３）１，４９３（１０５）１２０東 海 計
（１１）１２（８６）９４（０）０（８６）９４（１５）１７滋 賀 県

近

畿

（４０）４２（４２７）４６５（３）３（４２４）４６２（３０）３２京 都 府
（０）０．５（０）１１（０）０（０）１１（０）３大 阪 府
（３８）４２（５３４）５９１（０）０（５３４）５９１（４２）４８兵 庫 県
（１０）３０（２４８）３９５（３）４（２４５）３９１（１５）２０奈 良 県
（１１４）１２２（９６８）１，０５２（４）４（９６４）１，０４８（３６）４１和 歌 山 県
（２１３）２４８（２，２６３）２，６０８（１０）１１（２，２５３）２，５９７（１３８）１６１近 畿 計
（６１）６４（６６６）７０９（１１）１１（６５５）６９８（３０）３２鳥 取 県

中

国

四

国

（１１６）１３６（１，３３０）１，６１８（４７）５０（１，２８３）１，５６８（５０）５４島 根 県
（８５）１０５（１，３２５）１，５９４（１２）１３（１，３１３）１，５８１（４７）５９岡 山 県
（１３４）１６３（１，１７６）１，３８４（４３）５３（１，１３３）１，３３１（５７）６４広 島 県
（１０４）１２５（８４２）１，０４４（１３）１３（８２９）１，０３１（４４）４６山 口 県
（３６）４３（５７１）６５６（９）１２（５６２）６４４（３６）３７徳 島 県
（２４）３１（４０６）５１２（２）２（４０４）５１０（２０）２５香 川 県
（１３２）１６９（１，１１０）１，３１５（７）１２（１，１０３）１，３０３（５４）５９愛 媛 県
（４２）５０（６０２）７３４（６）７（５９６）７２７（４２）４６高 知 県
（７３３）８８６（８，０２８）９，５６６（１５０）１７３（７，８７８）９，３９３（３８０）４２２中 四 計
（５５）６７（７７６）８７３（１４）１５（７６２）８５８（５１）５３福 岡 県

九

州

（７６）８３（６２０）６４１（２）２（６１８）６３９（３５）３５佐 賀 県
（５１）６４（８０６）９７０（９）１２（７９７）９５８（５５）６２長 崎 県
（２４０）２８６（１，２６２）１，５５１（１０）１８（１，２５２）１，５３３（６８）６８熊 本 県
（１０５）１２８（９４２）１，１２５（１５）２２（９２７）１，１０３（４８）４９大 分 県
（４３）５１（４０８）５０４（１）３（４０７）５０１（２６）３０宮 崎 県
（２５）７５（３９０）９１０（５）７（３８５）９０３（７０）７３鹿 児 島 県
（５９７）７５３（５，２０４）６，５７４（５６）７９（５，１４８）６，４９５（３５３）３７０九 州 計
（３２）３２（１３）１６（２）２（１１）１４（７）９沖 縄 県

（２，５３６）３，１４７（２５，６９１）３１，４４６（４９８）６０２（２５，１９３）３０，８４４（１，６１６）１，８１７都 道 府 県 計
（５，４１０）６，３２５（２６，１１９）３２，０１７（４９８）６０２（２５，６２１）３１，４１５（１，６８７）１，９１６全 国 計

（注）１　（　）書きの数字は、平成１２年度の実施状況である。
２　四捨五入の関係で、計とその内訳の計が一致しない場合がある。
３　都道府県からの聞き取りに基づき平成１４年１月現在で取りまとめた概数値。平成１３年度の中山間地域等直接支払制度の実績については、平成１４年
６月までに都道府県からの報告に基づき公表予定。したがって、数値は変わり得る。



（第三種郵便物認可） 第２３８７号平成１４年２月１１日５ 町 村 週 報

活 動

建
物
災
害
共
済
事
業

　

町
村
有
建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の

所
有
す
る
建
物
等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に

よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た

め
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
よ
り
地
方
自
治
法

第
二
六
三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営
の

委
託
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
団
法
人
全
国

自
治
協
会
が
受
託
事
業
と
し
て
実
施
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町

村
な
ら
び
に
各
都
道
府
県
支
部
（
町
村
会
）

の
多
大
な
協
力
を
得
て
事
業
は
逐
年
向
上

し
、
事
業
基
盤
は
安
定
を
み
て
い
る
。

　

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
内
容
の
拡

大
と
制
度
の
充
実
に
努
め
、
ま
た
再
三
に
わ

た
っ
て
共
済
基
金
分
担
金
基
率
の
引
下
げ
を

行
う
と
と
も
に
給
付
内
容
の
改
善
を
は
か

り
、
共
済
委
託
町
村
の
財
政
負
担
の
軽
減
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成
十
二
年
度
の
収
支
状
況
は
、収
入
額

一
二
六
億
一
、〇
〇
三
万
余
円（
前
年
度
比

一
・
九
％
増
）、支
出
額
一
一
四
億
一
、七
〇
三

万
余
円（
前
年
度
比
三
・
五
％
増
）で
一
一
億

九
、二
九
九
万
余
円
の
剰
余
金
と
な
っ
た
。こ

の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、規
約
及
び
配
分
金

規
程
に
基
づ
き
、そ
の
二
分
の
一
を
運
営
準

備
積
立
金
に
繰
入
、二
分
の
一
を
都
道
府
県

町
村
会
に
配
分
金
と
し
て
支
出
し
た
。

　

平
成
十
二
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

　

平
成
十
二
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
�
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

受
託
件
数
は
三
八
五
、
九
八
四
件
で
、
前

年
度
比
八
、
七
一
九
件
（
二
・
三
％
）
の
増

と
な
っ
た
。
ま
た
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比

八
、
三
二
四
億
余
円
（
二
・
五
％
）
増
の
三

三
兆
六
、
三
三
九
億
余
円
と
な
っ
た
。
収
入

分
担
金
は
九
二
億
三
、
〇
七
九
万
余
円
で
前

年
度
実
績
八
九
億
八
、
八
六
二
万
余
円
に
比

し
二
億
四
、
二
一
七
万
余
円
（
二
・
七
％
）

の
増
と
な
っ
た
。

２
、
罹
災
状
況

　

平
成
十
二
年
度
の
罹
災
状
況
は
表
�
に
示

す
と
お
り
で
あ
る
。
建
物
共
済
に
お
け
る
罹

災
件
数
は
四
、
〇
六
七
件
で
、
前
年
度
よ
り

一
、
二
七
九
件
（
二
三
・
九
％
）
の
減
と
な
っ

た
が
、
支
払
共
済
金
に
お
い
て
は
、
前
年
度

よ
り
二
億
八
、
〇
三
五
万
余
円
（
六
・
三
％
）

増
の
四
六
億
九
、
八
七
七
万
余
円
と
な
っ

た
。
な
お
、
収
入
分
担
金
九
二
億
三
、
〇
七

九
万
余
円
に
対
す
る
損
害
率
は
五
〇
・
九
％

で
あ
る
。

３
、
用
途
別
罹
災
状
況

　

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
表
	
の
と
お
り
で

あ
る
。
罹
災
件
数
は
依
然
と
し
て
学
校
関
係

施
設
に
お
い
て
多
い
が
、
特
に
平
成
十
二
年

度
は
支
払
共
済
金
及
び
用
途
別
の
損
害
率
に

お
い
て
環
境
衛
生
施
設
が
高
く
な
っ
た
。

　

用
途
別
の
一
罹
災
当
り
の
平
均
支
払
共
済

金
額
は
一
、
一
五
五
、
三
四
一
円
と
な
っ
て

い
る
。

４
、
災
害
見
舞
金

　

災
害
見
舞
金
は
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・

津
波
に
よ
る
損
害
）に
対
し
て
給
付
す
る
が
、

平
成
十
二
年
度
に
お
い
て
は
表


の
と
お
り

で
あ
る
。

５
、
諸
積
立
金

　

平
成
十
二
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金

町
村
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平

成

十
二
年
度

　

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
町
村
有
物
件

（
建
物
・
自
動
車
）
の
災
害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
十
三
年
九
月
二
十
日
開
催
の
総
会
に
お
い
て
、
平

成
十
二
年
度
事
業
概
要
及
び
決
算
に
つ
い
て
認
定
を
得
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。
町
村
週

報
へ
の
掲
載
は
、
町
村
有
物
件
災
害
共
済
規
約
の
『
地
方
自
治
法
同
条
第
二
項
に
定
め
る
通
知
お
よ
び
公
示
は
全

国
町
村
会
が
発
行
す
る
「
町
村
週
報
」
に
掲
載
し
て
、
こ
れ
を
行
う
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

表� 建物共済受託実績 

表� 建物共済罹災状況 

（注） △印は減を示す。 

表� 建物共済用途別罹災状況 

（注） 損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、 （ ） は 各用途別区分の分担金収 
入に対する用途別の損害率である。 

表� 建物共済災害見舞金給付状況 

（注） △印は減を示す。 

表� 消防設備資金貸付状況 

増減率 

２ ． ３ ％ 

２ ． ５ 

２ ． ７ 

比較増減 

８ ， ７ １ ９ 件 

８ ３ ２ ， ４ ７ ０ ， １ １ ４ 千円 

２ ４ ２ ， １ ７ ５ ， ２ ２ １ 円 

平成 １ １ 年度 

３ ７ ７ ， ２ ６ ５ 件 

３ ２ ， ８ ０ １ ， ５ １ ３ ， ８ ６ ９ 千円 

８ ， ９ ８ ８ ， ６ ２ ０ ， ８ ２ ８ 円 

平成 １ ２ 年度 

３ ８ ５ ， ９ ８ ４ 件 

３ ３ ， ６ ３ ３ ， ９ ８ ３ ， ９ ８ ３ 千円 

９ ， ２ ３ ０ ， ７ ９ ６ ， ０ ４ ９ 円 

区 分  

件 数  

共  済 責 任 額  

収  入 分 担 金  

増減率 

△２ ３ ． ９ ％ 

６ ． ３ 

― 

比較増減 

△１  ， ２ ７ ９ 件 

２ ８ ０ ， ３ ５ ７ ， ２ ９ ７ 円 

１ ． ７ ％ 

平成 １ １ 年度 

５ ， ３ ４ ６ 件 

４ ， ４ １ ８ ， ４ １ ４ ， ６ ８ ４ 円 

４ ９ ． ２ ％ 

平成 １ ２ 年度 

４ ， ０ ６ ７ 件 

４ ， ６ ９ ８ ， ７ ７ １ ， ９ ８ １ 円 

５ ０ ． ９ ％ 

区 分  

件 数  

支  払 共 済 金  

損 害  率  

損 害 率  

９ ． ５ ％ （３  ２ ． ５ ％） 
２ ． ４（  ３  ７ ． ４ ）  
０ ． ５（  １  ３ ． ５ ）  
４ ． ５（  ７  ３ ． ６ ）  
３ ． ８（  ２  ３ ． １ ）  
２ ． ０（  ２  ０ ． ２ ）  
４ ． ８（  ３  ４ ． ６ ）  
２ ０ ． １（  ２ ６ ４ ． ８ ）  
３ ． ４（  ４  ７ ． ５）  

５ ０ ． ９ 

支 払 共 済 金  

８ ７ ４ ， ６ ６ ４ ， ４ ３ １ 円 （１  ８ ． ６ ％） 
２ ２ ０ ， ５ ８ ５ ， １ ４ １（  ４  ． ７ ）  
４ ２ ， ４ ４ ０ ， ５ ８ ２（  ０  ． ９ ）  
４ １ ６ ， ９ ４ ５ ， ０ ８ １（  ８  ． ９ ）  
３ ４ ６ ， ６ ３ ７ ， ３ ０ ９（  ７  ． ４ ）  
１ ８ １ ， ４ ８ ２ ， ８ ２ ７（  ３  ． ８ ）  
４ ４ ４ ， ５ ５ ６ ， ８ ３ ８（  ９  ． ５ ）  
１ ， ８ ５ ８ ， ２ ８ １ ， ３ ８ ６（  ３  ９ ． ５ ）  
３ １ ３ ， １ ７ ８ ， ３ ８ ６（  ６  ． ７ ）  

４ ， ６ ９ ８ ， ７ ７ １ ， ９ ８ １（  １ ０ ０ ． ０ ）  

件 数  

７ ７ ８ 件 （１  ９ ． １ ％） 
４ ０ ２（  ９  ． ９ ）  
９ ４（  ２  ． ３ ）  
２ ４ ８（  ６  ． １ ）  
４ ８ ７（  １  ２ ． ０ ）  
３ １ ４（  ７  ． ７ ）  
６ ８ １（  １  ６ ． ８ ）  
６ ２ ６（  １  ５ ． ４ ）  
４ ３ ７（  １  ０ ． ７ ）  

４ ， ０ ６ ７（  １ ０ ０ ． ０ ）  

用 途  別  

学 校 関  係  
役 場 庁  舎  
医 療 施  設  
住 宅  
社会文化 施 設 
福 祉 関  係  
体 育 関  係  
環境衛生 施 設 
そ の 他  

合 計  

建 

物 

共 

済 

比較増減 

１ ６ ４ 件 

△１  １ ， ２ １ ９ ， ５ ３ ２ 円 

平成 １ １ 年度 

１ ５ 件 

１ ０ ６ ， １ １ ７ ， ３ ３ ７ 円 

平成 １ ２ 年度 

１ ７ ９ 件 

９ ４ ， ８ ９ ７ ， ８ ０ ５ 円 

区 分  

件 数  

災害見舞金給付額 

本年度末貸付残金 

７ ２ ７ ， ０ ９ ４ ， ０ ０ ０ 円 

１ ， ４ ５ ３ ， ７ ８ ４ ， ０ ０ ０ 

２ ， ２ ６ ３ ， ７ ８ ８ ， ０ ０ ０ 

３ ， １ ０ １ ， ７ ７ ６ ， ０ ０ ０ 

３ ， ８ ６ ６ ， ４ １ ０ ， ０ ０ ０ 

４ ， ６ ０ １ ， ５ ０ ０ ， ０ ０ ０ 

４ ， ４ ５ ９ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０ 

２ ０ ， ４ ７ ３ ， ３ ５ ２ ， ０ ０ ０ 

償  還 済 額  

３ ， ７ ３ ９ ， １ ０ ６ ， ０ ０ ０ 円 

３ ， ０ ４ ７ ， ９ １ ６ ， ０ ０ ０ 

２ ， ３ ２ ９ ， ２ １ ２ ， ０ ０ ０ 

１ ， ５ ９ ６ ， ４ ２ ４ ， ０ ０ ０ 

７ ７ ４ ， ２ ９ ０ ， ０ ０ ０ 

０ 

０ 

１ １ ， ４ ８ ６ ， ９ ４ ８ ， ０ ０ ０ 

貸 付 額  

４ ， ４ ６ ６ ， ２ ０ ０ 千円 

４ ， ５ ０ １ ， ７ ０ ０ 

４ ， ５ ９ ３ ， ０ ０ ０ 

４ ， ６ ９ ８ ， ２ ０ ０ 

４ ， ６ ４ ０ ， ７ ０ ０ 

４ ， ６ ０ １ ， ５ ０ ０ 

４ ， ４ ５ ９ ， ０ ０ ０ 

３ １ ， ９ ６ ０ ， ３ ０ ０ 

貸付件数 

３ ６ ４ 件 

３ ０ ４ 

２ ８ ３ 

２ ８ ３ 

２ ５ ７ 

２ ５ ３ 

２ ５ ６ 

２ ， ０ ０ ０ 

貸付年度 

平  成 ６ 年  

平  成 ７ 年  

平  成 ８ 年  

平  成 ９ 年  

平 成  １  ０  年  

平 成  １  １  年  

平 成  １  ２  年  

合 計  

― 
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活 動

（
財
産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備

積
立
金（
事
業
剰
余
金
の
二
分
の
一
の
積
立
）

の
総
額
は
四
七
四
億
八
、
八
二
九
万
余
円
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金

二
八
〇
億
六
、
三
〇
三
万
余
円
、
運
営
準
備

積
立
金
一
九
四
億
二
、
五
二
五
万
余
円
で
あ

る
。

６
、
消
防
設
備
資
金
融
資

　

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融

資
と
し
て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は

表
�
の
と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

　

町
村
有
自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村

が
管
理
、
使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ

た
損
害
及
び
自
動
車
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
済

委
託
町
村
が
被
る
法
律
上
の
損
害
賠
償
額
を

相
互
に
救
済
す
る
た
め
、
町
村
有
建
物
共
済

事
業
と
同
様
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の

二
（
相
互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の
規
定

に
よ
る
共
済
事
業
と
し
て
、
昭
和
三
十
三
年

十
月
に
発
足
し
た
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町

村
な
ら
び
に
各
都
道
府
県
支
部
（
町
村
会
）

の
多
大
な
協
力
を
得
て
事
業
は
逐
年
向
上

し
、
事
業
基
盤
は
安
定
を
み
て
い
る
。

　

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
内
容

の
拡
大
と
制
度
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
各
種
自
動
車
の
事

故
も
年
々
多
様
化
し
て
お
り
、
自
動
車
の
事

故
に
よ
っ
て
生
じ
る
事
故
処
理
に
つ
い
て

は
、
早
期
か
つ
適
切
な
示
談
交
渉
の
推
進
を

は
か
る
た
め
各
支
部
に
査
定
専
門
員
を
配
置

し
、
査
定
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

事
故
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

　

平
成
十
二
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
合

計
額
五
一
億
七
、
八
五
〇
万
余
円
（
前
年
度

比
〇
・
一
％
減
）、
支
出
額
四
九
億
九
、
一

一
五
万
余
円
（
前
年
度
比
〇
・
四
％
増
）
で

差
引
き
一
億
八
、
七
三
五
万
余
円
の
剰
余
金

と
な
っ
た
。
こ
の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
規

約
及
び
配
分
金
規
程
に
基
づ
き
そ
の
二
分
の

一
を
運
営
準
備
積
立
金
に
繰
入
、
二
分
の
一

を
都
道
府
県
町
村
会
に
配
分
金
と
し
て
支
出

し
た
。

　

平
成
十
二
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、　

受
託
状
況

　

平
成
十
二
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
�
の

と
お
り
で
あ
っ
て
、
共
済
基
金
分
担
金
収
入

総
額
は
、
三
七
億
八
、
五
二
二
万
余
円
で
、

前
年
度
実
績
三
七
億
三
、
六
九
七
万
余
円
に

比
し
、
四
、
八
二
五
万
余
円
（
一
・
三
％
）

の
増
と
な
っ
た
。

　

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共

済
に
お
い
て
は
、
一
五
三
、
七
九
一
台
で
前

年
度
比
一
、
一
三
四
台
（
〇
・
七
％
）
の
増
、

収
入
分
担
金
一
八
億
一
、
〇
四
六
万
余
円

で
、
前
年
度
比
二
、
〇
二
六
万
余
円
（
一
・

一
％
）
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
賠
償
共
済
に

お
い
て
は
対
物
賠
償
共
済
一
五
七
、
三
七
四

台
で
前
年
度
比
八
一
五
台
（
〇
・
五
％
）、

対
人
賠
償
共
済
一
五
六
、
八
三
六
台
で
、
前

年
度
比
八
七
八
台
（
〇
・
六
％
）
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
、
収
入
分
担
金
は
対
物
賠
償
共
済
一

一
億
九
、
四
四
七
万
余
円
で
前
年
度
比
二
、

一
五
二
万
余
円
（
一
・
八
％
）、
対
人
賠
償

共
済
七
億
八
、
〇
二
八
万
余
円
で
、
前
年
度

比
六
四
六
万
余
円
（
〇
・
八
％
）
の
増
と
な
っ

た
。

２
、　

損
害
の
状
況

　

平
成
十
二
年
度
の
損
害
状
況
は
表
�
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
八
、
五
四
二

件
、
前
年
度
比
四
五
八
件
、
対
物
賠
償
共
済

三
、
三
九
九
件
で
、
前
年
度
比
二
三
一
件
、

対
人
賠
償
共
済
二
〇
一
件
で
、
前
年
度
比
九

六
件
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に

比
べ
、
車
両
共
済
二
・
五
％
、
対
物
賠
償
共

済
〇
・
七
％
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
が
、
対

人
賠
償
共
済
は
二
二
・
二
％
減
少
し
た
。

３
、　

支
払
備
金

　

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求

と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共

済
金
を
概
算
見
積
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

の
う
え
平
成
十
二
年
度
支
払
備
金
と
し
て
二

一
〇
件
、
三
億
三
〇
六
万
余
円
を
計
上
し

た
。

４
、　

諸
積
立
金

　

平
成
十
二
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金

（
財
産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備

積
立
金（
事
業
剰
余
金
の
二
分
の
一
の
積
立
）

の
総
額
は
一
三
八
億
九
、
六
九
八
万
余
円
と

な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
二
九
億

六
、
四
三
八
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
一

〇
九
億
三
、
二
五
九
万
余
円
で
あ
る
。

表� 平成 １ ２ 年度建物災害共済事業損益計算書 （概要） 

表� 自動車共済受託実績 

表� 自動車共済損害状況 

（注 １ ） 損害率＝支払い共済金／収入分担金 （ 注 ２ ） △印は減を示す。 

表	 平成 １ ２ 年度自動車損害共済事業損益計算書 （概要） 

利  益 の 部  

金 額 
円 

９ ， ２ ３ ０ ， ７ ９ ６ ， ０ ４ ９ 
６ ２ ６ ， ７ １ １ ， ６ ５ ９ 
３ ４ ２ ， ６ ０ ０ ， ５ ２ ２ 
３ ０ ５ ， ５ ５ ０ 

２ ， ４ ０ ９ ， ６ １ ７ ， ６ １ １ 

１ ２ ， ６ １ ０ ， ０ ３ １ ， ３ ９ １ 

科 目  

共  済  基金分担金収入  
財  産 収 入  
他 会 計 収 入 
雑 収 入  
前 年 度 責 任準備金戻入 

合 計  

１ ． 
２ ． 
３ ． 
４ ． 
５ ． 

損 失  の  部  

金 額  
円 

９ ， ４ ８ ６ ， ４ ９ ５ 
６ ８ ０ ， ３ １ ０ ， ５ ０ １ 
７ ， ６ １ ３ ， １ ５ ５ ， １ ６ ８ 
６ ２ ７ ， ０ １ ７ ， ２ ０ ９ 
２ ， ４ ８ ７ ， ０ ６ ６ ， ８ ４ ５ 
１ ， １ ９ ２ ， ９ ９ ５ ， １ ７ ３ 

１ ２ ， ６ １ ０ ， ０ ３ １ ， ３ ９ １ 

科 目  

会 議 費  
事 務  所  費  
事 業 費  
財 産 費  
次年度責 任準備金繰入 
諸 支  出  金  

合 計  

１ ． 
２ ． 
３ ． 
４ ． 
５ ． 
６ ． 

合 計 

４ ６ ８ ， ０ ０ １ 台 

３ ， ７ ８ ５ ， ２ ２ ２ ， １ ６ ０ 円 

４ ６ ５ ， １ ７ ４ 台 

３ ， ７ ３ ６ ， ９ ７ １ ， ６ ４ ０ 円 

２ ， ８ ２ ７ 台 
（ ０ ． ６ ％） 

４ ８ ， ２ ５ ０ ， ５ ２ ０ 円 
（ １ ． ３ ％） 

賠  償 共 済  

対 人  

１ ５ ６ ， ８ ３ ６ 台 

７ ８ ０ ， ２ ８ １ ， ９ ６ ０ 円 

１ ５ ５ ， ９ ５ ８ 台 

７ ７ ３ ， ８ ２ ０ ， ４ ２ ０ 円 

８ ７ ８ 台 
（ ０ ． ６ ％） 

６ ， ４ ６ １ ， ５ ４ ０ 円 
（ ０ ． ８ ％） 

対 物  

１ ５ ７ ， ３ ７ ４ 台 

１ ， １ ９ ４ ， ４ ７ ８ ， ９ ８ ０ 円 

１ ５ ６ ， ５ ５ ９ 台 

１ ， １ ７ ２ ， ９ ５ ３ ， ０ ０ ０ 円 

８ １ ５ 台 
（ ０ ． ５ ％） 

２ １ ， ５ ２ ５ ， ９ ８ ０ 円 
（ １ ． ８ ％） 

車 両 共 済  

１ ５ ３ ， ７ ９ １ 台 

１ ， ８ １ ０ ， ４ ６ １ ， ２ ２ ０ 円 

１ ５ ２ ， ６ ５ ７ 台 

１ ， ７ ９ ０ ， １ ９ ８ ， ２ ２ ０ 円 

１ ， １ ３ ４ 台 
（ ０ ． ７ ％） 

２ ０ ， ２ ６ ３ ， ０ ０ ０ 円 
（ １ ． １ ％） 

区 分  

台 数  

収入分担金 

台 数  

収入分担金 

台 数  

収入分担金 

平 

成 

１ ２ 
年 

度 

平 

成 

１ １ 
年 

度 

比 

較 

増 

減 （ 

％ 

） 

合 計 

１ ２ ， １ ４ ２ 件 
１ ， ９ ６ ６ ， ４ ５ ３ ， ０ ３ １ 円 

（ ５ ２ ． ０ ％） 
１ １ ， ３ ５ ７ 件 

２ ， ０ ５ ９ ， ９ ８ ３ ， ６ ２ ４ 円 
（ ５ ５ ． １ ％） 

７ ８ ５ 件 

△９  ３ ， ５ ３ ０ ， ５ ９ ３ 円 

（△ ３ ． １ ％） 

賠  償 共 済  

対 人  
２ ０ １ 件 

１ ８ １ ， ５ ４ ６ ， ３ １ ３ 円 
（ ２ ３ ． ３ ％） 

１ ０ ５ 件 
３ ５ １ ， ８ ５ ０ ， ０ ６ ６ 円 
（ ４ ５ ． ５ ％） 

９ ６ 件 

△１  ７ ０ ， ３ ０ ３ ， ７ ５ ３ 円 

（△ ２ ２ ． ２ ％） 

対 物  
３ ， ３ ９ ９ 件 

５ ３ ９ ， １ ４ ９ ， ３ ３ １ 円 
（ ４ ５ ． １ ％） 
３ ， １ ６ ８ 件 

５ ２ １ ， ０ ６ ８ ， ０ １ ７ 円 
（ ４ ４ ． ４ ％） 

２ ３ １ 件 

１ ８ ， ０ ８ １ ， ３ １ ４ 円 

（ ０ ． ７ ％） 

車 両 共 済  

８ ， ５ ４ ２ 件 
１ ， ２ ４ ５ ， ７ ５ ７ ， ３ ８ ７ 円 

（ ６ ８ ． ８ ％） 
８ ， ０ ８ ４ 件 

１ ， １ ８ ７ ， ０ ６ ５ ， ５ ４ １ 円 
（ ６ ６ ． ３ ％） 

４ ５ ８ 件 

５ ８ ， ６ ９ １ ， ８ ４ ６ 円 

（ ２ ． ５ ％） 

区 分  

件 数  
支払共済金 
損 害 率  
件 数  
支払共済金 
損 害 率  
件 数  

支払共済金 

損 害 率  

平 

成 

１ ２ 
年 

度 

平 

成 

１ １ 
年 

度 

比 

較 

増 

減 （ 

％ 

） 

利  益 の 部  

金 額 
円 

３ ， ７ ８ ５ ， ２ ２ ２ ， １ ６ ０ 
１ ２ ５ ， ３ ３ ８ ， ４ ９ ９ 
２ ２ ７ ， ８ ８ ７ 

１ ， ２ ６ ７ ， ７ １ ９ ， ７ ６ ０ 

５ ， １ ７ ８ ， ５ ０ ８ ， ３ ０ ６ 

科 目  

共  済  基金分担金収入  
財  産 収 入  
雑 収 入  
前 年 度 責 任準備金戻入 

合 計  

１ ． 
２ ． 
３ ． 
４ ． 

損 失  の  部  

金 額  
円 

５ ， ９ ４ ９ ， ５ ５ ５ 
２ ０ ７ ， ８ ３ ０ ， ８ ４ ４ 
３ ， ３ ３ ７ ， ３ ０ ５ ， ４ ５ ２ 
１ ２ ５ ， ５ ６ ６ ， ３ ８ ６ 
１ ， ３ １ ４ ， ５ ０ ４ ， ０ ６ ０ 
１ ８ ７ ， ３ ５ ２ ， ０ ０ ９ 

５ ， １ ７ ８ ， ５ ０ ８ ， ３ ０ ６ 

科 目  

会 議 費  
事 務  所  費  
事 業 費  
財 産 費  
次年度責 任準備金繰入 
諸 支  出  金  

合 計  

１ ． 
２ ． 
３ ． 
４ ． 
５ ． 
６ ． 



（第三種郵便物認可） 第２３８７号平成１４年２月１１日７ 町 村 週 報

情 報

�

�

　

町
は
、
気
候
が
ブ
ド
ウ
栽
培
に
適

し
て
い
る
こ
と
や
、
町
産
ワ
イ
ン
の

Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
、
町
が
保

有
す
る
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
圃
場
に

ブ
ド
ウ
の
木
を
植
え
、
一
口
オ
ー

ナ
ー
を
募
集
し
た
。
一
口
一
万
円
を

出
資
す
れ
ば
、
平
成
十
八
年
か
ら
五

年
間
、
製
造
さ
れ
た
ワ
イ
ン
の
三
本

セ
ッ
ト
が
送
ら
れ
る
。

�

�

　

町
で
は
、国
の
補
助
事
業
で
整
備

し
た
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場「
御
蔵
入

（
お
く
ら
い
り
）の
里
―
会
津
山
村
道

場
」が
オ
ー
プ
ン
し
、都
市
住
民
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。家
族
向
け
、バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
応
、合
宿
・
研
修
用
の
三
タ

イ
プ
の
コ
テ
ー
ジ
や
、電
源
や
ト
イ

レ
、炊
事
施
設
を
備
え
た
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
整
っ
て
い
る
。

�

�

　

過
疎
対
策
の
一
環
と
し
て
町
は
、

地
元
企
業
と
協
力
し
て
同
町
高
峰
地

区
に
大
型
分
譲
地
「
高
峰
パ
ー
ク
タ

ウ
ン
」二
百
七
十
三
区
画
を
整
備
し
、

販
売
を
行
っ
た
。
分
譲
地
で
は
ア
ク

セ
ス
道
と
し
て
町
道
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
分
譲
地
内
に
花
や
ハ
ー
ブ

を
植
え
、
貸
農
園
の
整
備
も
並
行
し

て
行
っ
て
い
る
。

�

�

　

温
泉
地
と
し
て
全
国
的
に
有
名
な

町
は
、
観
光
の
一
層
の
振
興
を
図
っ

ブ
ド
ウ
の
木
の

一
口
オ
ー
ナ
ー
を
実
施

北
海
道

小
平
町

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

が
オ
ー
プ
ン

福
島
県

田
島
町

大
型
分
譲
地
を
整
備
し
販
売

栃
木
県

烏
山
町

観
光
客
誘
致
の

方
策
を
検
討

神
奈
川
県

箱

根

町

て
い
く
た
め
、
有
識
者
や
観
光
業
者

な
ど
を
メ
ン
バ
ー
に
し
た
「
観
光
戦

略
会
議
Ｈ
Ｏ
Ｔ　

」
を
発
足
さ
せ
、

２１

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
観
光
客

誘
致
の
方
策
を
探
っ
て
い
る
。平
成
十

三
年
度
中
に
基
本
計
画
、十
四
年
度

中
に
実
施
計
画
を
ま
と
め
て
い
く
。

�

�

　

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
を
推
進

し
て
い
る
町
は
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
町
立
図
書
館
に
続
い
て
町
内
全

小
中
学
校
の
図
書
室
に
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
フ
リ
ー
」（
男
女
の
社
会
的
性
差

解
消
）
の
常
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

た
。
女
性
学
や
性
教
育
に
関
し
、
小

中
学
生
段
階
か
ら
意
識
を
高
め
て
も

ら
う
の
が
ね
ら
い
。

�

�

　
「
さ
ん
さ
い
共
和
国
」
を
宣
言
し
、

山
菜
を
核
と
し
た
地
域
お
こ
し
に
取

り
組
ん
で
き
た
村
は
、
近
年
の
山
菜

の
乱
獲
や
遭
難
事
故
の
防
止
対
策
を

進
め
て
い
く
た
め
、
豊
か
な
自
然
と

山
菜
の
保
護
を
う
た
っ
た
「
山
と
山

菜
を
守
る
宣
言
」
を
行
い
、
山
菜
の

乱
獲
禁
止
の
看
板
設
置
や
車
の
乗
り

入
れ
の
規
制
を
実
施
し
て
い
る
。

�

�

　

町
内
に
あ
る
四
農
園
で
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
講
習
や
シ
イ
タ
ケ
の
収
穫
な
ど

の
体
験
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
町
で

は
、
町
が
全
面
的
に
か
か
わ
っ
て
こ

れ
ら
イ
ベ
ン
ト
を
ひ
と
つ
に
つ
な
げ
、

通
年
に
わ
た
っ
て
都
市
生
活
者
が
農

村
に
滞
在
し
、農
作
業
な
ど
を
通
じ

て
交
流
で
き
る
本
格
的
な
グ
リ
ー
ン

全
小
中
学
校
図
書
室
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

山
梨
県

石
和
町

山
と
山
菜
を
守
る

宣
言
を
行
う

新

潟

県

入
広
瀬
村

通
年
型
の

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開

福
井
県

織
田
町

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。

�

�

　

長
良
川
上
流
域
の
町
は
、
下
流
域

の
岐
阜
市
と
「
森
林
整
備
協
定
」
を

締
結
、
そ
れ
に
基
づ
き
契
約
期
間
百

年
の
「
分
収
造
林
」
契
約
を
結
び
、

共
同
で
森
林
整
備
を
推
進
し
て
い

る
。
町
が
土
地
を
提
供
し
て
、
ク

リ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
を
植
樹
・
育

林
し
、
市
は
整
備
費
用
を
負
担
。
伐

採
に
よ
る
収
益
は
折
半
し
て
い
く
。

�

�

　

町
は
、
税
滞
納
者
へ
の
税
務
指
導

を
強
化
し
て
い
く
た
め
、
税
務
課
の

収
納
職
員
に
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を

導
入
し
た
。
通
常
勤
務
時
間
帯
以
外

に
、
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
六
時

三
十
分
と
午
前
十
時
三
十
分
〜
午
後

七
時
三
十
分
の
勤
務
時
間
を
選
択
し

て
も
ら
い
、
滞
納
者
宅
へ
の
夜
間
訪

問
に
当
た
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
の
母

子
保
健
計
画
づ
く
り
を
、
公
募
し
た

子
育
て
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と

も
に
進
め
て
い
る
。
計
画
の
素
案
作

成
や
子
育
て
中
の
親
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
と
り
ま
と
め
、
町
民
約
六

百
人
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
な
ど
に
参
画
し
て
も
ら
い
、
計

画
に
反
映
し
て
い
く
。

�

�

　

町
は
、
廃
校
に
な
っ
た
旧
油
良
小

学
校
の
鉄
筋
平
屋
建
て
の
校
舎
を
活

用
し
、
浴
室
を
増
築
し
て
、
介
護
保

下
流
域
の
都
市
と

「
分
収
造
林
」
契
約
を
締
結

岐
阜
県

美
山
町

税
収
納
職
員
に

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
導
入

静
岡
県

豊
田
町

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

で
母
子
保
健
計
画
づ
く
り

大
阪
府

熊
取
町

廃
校
を
介
護
予
防
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
整
備

山
口
県

橘

町

険
の
対
象
に
な
ら
な
い
高
齢
者
向
け

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
と
し
て
整

備
。
サ
ー
ビ
ス
は
町
の
社
会
福
祉
法

人
に
委
託
し
、
一
部
の
教
室
は
公
民

館
の
分
室
と
し
て
各
種
講
座
や
イ
ベ

ン
ト
を
開
い
て
い
く
。

�

�

　

町
は
、
米
国
製
の
容
器
回
収
処
理

機
を
導
入
し
、
役
場
や
小
中
学
校
近

く
に
十
二
基
設
置
し
た
。
専
用
の
磁

気
カ
ー
ド
を
差
し
込
む
と
作
動
し
、

空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
一
本
で
一

点
の
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
図
書
券

や
町
指
定
ご
み
袋
等
と
交
換
で
き

る
。
カ
ー
ド
は
小
中
学
生
に
一
枚
ず

つ
と
町
内
全
世
帯
に
配
布
し
た
。

�

�

　

町
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と

し
て
、
住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録

証
明
書
を
発
行
す
る
自
動
交
付
機
を

町
立
図
書
館
に
設
置
し
た
。
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
が
埋
め
込
ま
れ
た
図
書
カ
ー

ド
を
挿
入
し
、
交
付
手
数
料
を
入
金

す
れ
ば
交
付
が
受
け
ら
れ
る
。
土
・

日
・
祝
日
で
も
利
用
で
き
る
。

�

�

　

町
は
、
不
法
投
棄
の
防
止
に
町
内

全
域
の
郵
便
配
達
を
担
当
し
て
い
る

上
伊
集
院
郵
便
局
と
協
定
を
締
結
し

た
。
郵
便
配
達
員
が
不
法
投
棄
の
現

場
や
不
審
な
車
な
ど
を
見
か
け
た
場

合
、
場
所
や
車
の
特
徴
、
ご
み
の
種

類
な
ど
を
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
町

役
場
に
連
絡
し
て
も
ら
う
。

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る

容
器
回
収
処
理
機
を
導
入

福
岡
県

篠
栗
町

証
明
書
の
自
動
交
付
機
を

図
書
館
に
設
置

宮
崎
県

北
方
町

不
法
投
棄
防
止
に

郵
便
局
と
協
定

鹿
児
島
県

松

元

町

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
ププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププ
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随 想
　

佐
伯
町
は
昭
和
三
十
年
、
一
町
四
村

の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。
一
部
が
山
口
県
に
隣
接
し
広
島
県

の
最
西
部
に
位
置
し
ま
す
。

　

町
の
中
程
に 
在 
る
役
場
庁
舎
の
位
置

あ

が
、
標
高
二
九
一
メ
ー
ト
ル
、
面
積
一

九
四
・
八
三
平
方
キ
ロ
、
林
野
率
八
七

パ
ー
セ
ン
ト
、
農
地
四
八
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
山
地
最
高
一
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
、

河
川
小
瀬
川
水
系
、
河
口
大
竹
岩
国
瀬

戸
内
海
に
入
る
。
交
通
、
広
島
市
五
〇

分
、
廿
日
市
市
二
〇
分
、
大
竹
市
二
五

分
、
中
国
自
動
車
道
吉
和
Ｉ
Ｃ
三
五

分
、
山
陽
自
動
車
道
廿
日
市
Ｉ
Ｃ
三
〇

分
、
町
の
花
サ
ツ
キ
、
町
の
木
ア
カ
マ

ツ
、
岩
倉
温
泉
（
ラ
ド
ン
泉
）
な
ど
の

中
国
地
方
中
山
間
地
域
の
人
口
一
二
、

九
〇
〇
人
の
自
治
体
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
町
は
こ
の
よ
う
な
生
活
環

境
で
四
季
の
折
り
折
り
を
味
わ
い
つ

つ
、
健
康
で
快
い
生
活
の
で
き
る
「
水

と
緑
の
町
」
を
高
く
掲
げ
山
河
敬
愛
の

町
、
佐
伯
町
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
昭
和
六
十
二
年
三
月
佐
伯
町
長

に
就
任
し
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す

が
、
佐
伯
町
議
会
議
長
と
し
て
の
一
一

年
余
に
あ
り
ま
し
て
も
、
か
つ
て
佐
伯

町
森
林
組
合
の
創
設
運
営
に
、
ま
た
、

通
じ
て
国
有
林
、
県
行
造
林
、
近
隣
市

町
村
の
公
有
林
等
の
治
山
、
治
水
、
緑

化
、
営
林
、
鳥
獣
保
護
等
の
広
域
共
有

の
行
政
施
策
に
つ
い
て
、
懸
命
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
農
林
地

帯
の
行
政
に
あ
る
も
の
の
当
然
の
使
命

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
何
時
も
有
難
い
こ
と
だ
と

感
じ
ま
す
の
は
、
ど
の
市
町
村
も
住
民

の
皆
さ
ん
の
表
情
が
穏
や
か
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
眼
差
し
、
子
供
た
ち
の

無
邪
気
な
輝
き
、
み
ん
な
山
間
部
の
み

な
さ
ん
と
の
出
合
い
で
同
じ
よ
う
に
頂

く
、 
清 
す
が
し
い
温
か
さ
で
あ
り
ま

す
が

す
。

　

こ
の
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
を
吸
っ
た
様

な
温
か
さ
を
み
な
さ
ん
ど
こ
で
貰
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
出
合

い
の
都
度
喜
び
な
が
ら
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
れ
は
み
ん
な
そ
の
市
町
村
の
山
河

か
ら
の
賜
り
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
森
林

か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
ろ
う
。
森
林
は

水
を
育
て
、
水
は
農
林
業
生
活
を
教

え
、
小
鳥
た
ち
、
け
だ
も
の
た
ち
、
川

魚
た
ち
、
蝶
や
蛍
な
ど
の
昆
虫
た
ち
、

土
の
中
が
棲
み
家
の
生
き
も
の
た
ち
、

草
花
や
い
ろ
い
ろ
な 
果  
物 
た
ち
、
生
き

な
り 
も
の

と
し
生
け
る
す
べ
て
の
も
の
た
ち
、
と

き
に
渡
り
鳥
た
ち
の
季
節
の
故
郷
と
も

な
り
な
が
ら
の
、
こ
の 
催  
合 
の
山
河
か

も 
や
い

ら
の
愛
の 
清 
す
が
し
さ
温
か
さ
で
し
ょ

す
が

う
と
私
は
い
つ
も
山
に
向
か
っ
て
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
長
期
に
わ
た
る 
職 
責
や
立

し
ょ
く

場
に
あ
た
っ
て
、
諸
々
の
課
題
に
つ
い

て
決
断
や
明
解
に
意
図
を
表
明
し
其
の

任
に
当
た
り
ま
し
た
が
、
特
に
困
難
な

事
柄
に
直
面
し
ま
し
た
と
き
は
、
ま
わ

り
の
山
々
に
向
か
っ
て
瞑
目
し
ま
す
。

山
は
無
欲
に
私
を
見
つ
め
て
く
れ
ま

す
。
山
は
慎
重
を
求
め
ま
す
、
急
ぐ
な

と
お
し
え
ま
す
。
熟
慮
へ
と
導
い
て
く

れ
ま
す
。
そ
し
て
山
は
責
任
あ
る
勇
気

を
出
せ
と
、
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
の

で
す
。
そ
の
時 
清 
す
が
し
い
責
任
へ
の

す
が

情
熱
が
高
ま
る
の
を
覚
え
る
の
で
す
。

　■
 

慈
父
慈
母
な
る
山
々

広 島 県

 佐  伯 町 長
さ いき

正 木　 完
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随 想
　

山
々
は
私
の
大
切
な
慈
父
慈
母
の
存

在
で
す
。
も
う
何
年
も
経
過
し
ま
し
た

が
、
町
の
屎
尿
処
理
場
建
設
の
情
勢
に

迫
ら
れ
た
際
、
私
た
ち
は
い
く
ら
適
法

適
正
に
水
処
理
を
し
て
も
処
理
後
の
放

流
は
、
下
流
の
大
竹
市
民
の
飲
料
水
で

あ
る
小
瀬
川
以
外
に
な
い
の
で
す
。
苦

悩
の
末
、
大
竹
市
に
佐
伯
町
の
屎
尿
を

処
理
し
て
い
た
だ
く
様
、
お
願
い
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

佐
伯
町
は
誓
い
ま
し
た
。「
水
系
流

域
の
全
山
緑
化
に
力
を
入
れ
、
清
冽
豊

富
な
飲
料
水
を
大
竹
市
民
み
な
さ
ん
に

し
か
と
お
届
け
し
ま
す
か
ら
」
と
、
上

流
に
あ
る
自
治
体
と
し
て
、
町
民
と
し

て
水
源
水
質
保
全
の
役
割
を
持
つ
地
帯

と
し
て
熱
心
に
協
議
相
談
を
い
た
し
ま

し
た
。

　

大
竹
市
は
佐
伯
町
の
自
然
を
愛
す
る

発
想
と
、
水
系
を
同
じ
く
す
る
自
治
体

と
住
民
の
友
愛
と
し
て
受
け
入
れ
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　

現
在
も
小
瀬
川
の
流
れ
の
よ
う
に
両

市
町
と
住
民
の
心
の
中
に
境
界
の
な
い

交
流
が
続
い
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
慈
父
の
よ
う
に
慈
母
の
よ
う

に
、
地
域
を
、
住
民
を
す
べ
て
境
界
な

く
見
守
っ
て
頂
く
故
郷
の
山
河
の
導
き

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

現
社
会
は
少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
、

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
、
社
会
経
済

の
推
移
と
変
化
、
自
治
体
の
行
財
政
上

の
課
題
、
地
方
分
権
の
期
待
と
適
応

等
々
、
市
町
村
の
総
合
的
力
量
を
求
め

ら
れ
て
来
る
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村

地
域
の
も
つ
、
伝
統
・
歴
史
・
文
化
・

人
情
・
地
勢
気
象
交
通
等
々
、
地
域
性

と
住
民
み
な
さ
ん
の
意
志
を
当
然
の
基

調
と
し
て
、 
現  
在 
、
廿
日
市
市
、
吉
和

い 

ま

村
、
佐
伯
町
の
三
市
町
村
は
、
合
併
を

平
成
一
五
年
三
月
を
目
標
に
、
鋭
意
新

し
い
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
か
っ
て
研
究
討
議

を
進
め
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
大
き
な
望
み
の
一
つ
に
、
三
市

町
村
の
全
林
野
が
市
民
み
な
さ
ん
の

「
心
の
ふ
る
里
」と
し
て
敬
愛
し
て
止
ま

な
い
山
々
と
な
り
、
市
民
の
暮
ら
し
を

い
つ
も
静
か
に
見
守
っ
て
い
て
下
さ

る
、
慈
父
な
る
山
、
慈
母
な
る
山
河
と

し
て
、
市
民
み
な
さ
ん
の
心
の
安
ら

ぐ
、
心
の
絆
が
一
日
も
早
く
到
来
す
る

こ
と
を
祈
念
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

私
を
よ
く
、
山
の
町
長
、
と
呼
ぶ
方

が
あ
り
ま
す
が
実
に
光
栄
に
思
っ
て
い

ま
す
。
四
囲
の
山
々
に
、
感
謝
申
し
上

げ
た
く
な
る
私
で
あ
り
ま
す
。

　
「
春
山
淡
冶
に
し
て
笑
ふ
が
如
く
、

夏
山
蒼
翠
に
し
て
滴
る
が
如
く
、
秋
山

は
明
淨
に
し
て
粧
ふ
が
如
く
、
冬
山
惨

淡
と
し
て
眠
る
が
如
し
」、
私
の
好
き

な
臥
遊
録
の
一
詩
を
終
筆
に
添
え
な
が

ら
、
慈
父
慈
母
な
る
山
野
へ
の
感
謝
と

い
た
し
ま
す
。

　

北
海
道
町
村
会
（
北
海
道
町
村
会
情
報

セ
ン
タ
―
）、
京
都
府
町
村
会
、
鹿
児
島
県

町
村
会
、
熊
本
県
町
村
会
の
四
町
村
会
で

設
立
す
る
「
都
道
府
県
町
村
会
情
報
化
推

進
協
議
会
」
が
、
さ
る
一
月
二
十
九
日
か

ら
三
十
一
日
に
千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ
セ
で

開
催
さ
れ
た
「
活
力
自
治
体
フ
ェ
ア
二
〇

〇
二
」（
日
本
工
業
新
聞
社
主
催
・
全
国

町
村
会
共
催
）
に
出
展
し
た
。

　

同
協
議
会
で
実
施
し
て
い
る
情
報
化
共

同
事
業
や
各
町
村
会
で
取
り
組
ん
で
い
る

情
報
化
推
進
事
業
な
ど
を
パ
ネ
ル
展
示
に

よ
り
紹
介
し
た
も
の
で
、
開
催
中
は
多
く

の
地
方
自
治
関
係
者
が
訪
れ
、
情
報
化
社

会
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
関
心
の
高
さ
を

示
し
て
い
た
。
同
協
議
会
は
、
Ｉ
Ｔ
国
家

づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
る
中
に
あ
っ

て
、
小
規
模
自
治
体
で
あ
る
町
村
に
お
い

て
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
に
加
え
、
急
速

な
技
術
革
新
に
対
す
る
情
報
不
足
、
人
材

の
不
足
等
に
よ
り
情
報
推
進
化
事
業
を
単

独
で
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い

う
現
状
に
鑑
み
、
各
町
村
が
お
互
い
に
協

力
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
人
材
、
経
験
、

ネ
ッ
ト
ワ
―
ク
を
共
有
の
資
産
と
し
て
有

効
活
用
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、

か
ね
て
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
会
で
取
り
組
ん

で
い
た
事
業
を
、
都
道
府
県
の
領
域
を
超

え
て
よ
り
広
域
的
な
展
開
を
目
指
し
て
平

成
十
一
年
七
月
に
設
立
さ
れ
た
。

　

現
在
は
、
町
村
の
業
務
シ
ス
テ
ム
の
共

同
開
発
・
共
同
利
用
を
は
じ
め
、
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
―
ク
シ
ス
テ
ム
へ
の
共

同
対
応
や
機
器
の
共
同
調
達
の
実
施
に
よ

り
電
算
関
係
経
費
の
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
等
、
電
子
自
治
体
へ
の

対
応
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
な
ど
を
行

う
な
ど
情
報
化
推
進
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

〔
事
務
局
〕

〒
六
〇
二
―
八
〇
四
八

京
都
市
上
京
区
西
洞
院
通
り
下
立
売
上
ル

京
都
府
自
治
会
館
内

京
都
府
町
村
会　

情
報
化
推
進
室
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
五
―
四
一
七
―
二
九
二
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
五
―
四
一
七
―
二
九
三
一

都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
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町
村
週
報
主
要
索
引

平
成
十
三
年
十
月
〜
平
成
十
四
年
一
月

二
三
七
一
号
〜
二
三
八
五
号

　
〈
活　

動
〉

医
療
制
度
改
革
試
案
に
対
す
る
意
見
＝
全

国
町
村
会
ほ
か 

二
三
七
二　

	

山
本
会
長
が
地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
で

意
見
陳
述 

二
三
七
四　

�

狂
牛
病
対
策
で
緊
急
要
望
＝
全
国
町
村
会

 

二
三
七
四　

�

平
成
十
二
年
度
町
村
有
物
件
災
害
共
済
事

業
の
概
要
報
告 

二
三
七
四　

�

平
成
十
二
年
度
町
村
職
員
生
協
火
災
・
自

動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

 

二
三
七
五　

�

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
法
案
（
住
民
訴

訟
関
係
）
の
早
期
成
立
で
要
望
＝
全
国
町

村
会 

二
三
七
六　

�

山
本
会
長
が
医
療
制
度
改
革
で
意
見
陳
述

＝
自
民
党
医
療
基
本
問
題
調
査
会
・
厚
生

労
働
部
会
合
同
会
議 

二
三
七
八　

�

医
療
改
革
で
意
見
＝
全
国
町
村
会
・
日
本

医
師
会 

二
三
七
八　

�

衛
藤
財
政
部
会
長
が
自
民
党
総
務
部
会
・

地
方
行
政
調
査
会
等
合
同
会
議
で
発
言

 

二
三
七
八　

�

全
国
町
村
長
大
会
特
集
号

 

二
三
七
九　
　

地
方
分
権
の
推
進
、
町
村
財
政
基
盤
の
強

化
な
ど
で
緊
急
要
望
＝
全
国
町
村
会

 

二
三
八
〇　

�

郵
政
事
業
の
あ
り
方
で
要
望
＝
全
国
町
村

会 

二
三
八
〇　

	

医
療
制
度
改
革
に
対
す
る
全
国
町
村
会
長

談
話 

二
三
八
〇　

�

　
〈
政　

策
〉

野
菜
の
構
造
改
革
対
策
に
力
点
＝
平
成
十

四
年
度
農
林
水
産
省
予
算
概
算
要
求
重
点

施
策
﹇
解
説
﹈ 

二
三
七
一　

�

医
療
制
度
改
革
試
案
を
提
示
＝
厚
生
労
働

省 

二
三
七
二　

�

学
力
向
上
や
体
験
活
動
に
力
点
＝
平
成
十

四
年
度
文
部
科
学
省
予
算
概
算
要
求
重
点

施
策
﹇
解
説
﹈ 

二
三
七
二　

�

雇
用
対
策
、
子
育
て
支
援
に
力
点
＝
平
成

十
四
年
度
厚
生
労
働
省
予
算
概
算
要
求
重

点
施
策
﹇
解
説
﹈ 

二
三
七
三　

�

京
都
議
定
書
十
四
年
発
効
に
向
け
脱
温
暖

化
対
策
強
化
＝
平
成
十
四
年
度
環
境
省
予

算
概
算
要
求
重
点
施
策
﹇
解
説
﹈

 

二
三
七
四　

�

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
＝

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

 

二
三
七
五　

�

特
殊
法
人
向
け
支
出
削
減
、
都
市
再
生
に

力
＝
平
成
十
四
年
度
国
土
交
通
省
予
算
概

算
要
求
重
点
施
策
﹇
解
説
﹈

 

二
三
七
五　

�

自
立
促
進
法
で
過
疎
債
拡
充
な
ど
の
対
策

＝
平
成
十
二
年
度
版
過
疎
白
書
﹇
解
説
﹈

 

二
三
七
六　




個
人
の
自
発
、
自
立
を
強
調
＝
平
成
十
三

年
版
厚
生
労
働
白
書
﹇
解
説
﹈

 

二
三
七
七　

�

地
方
自
治
体
の
行
政
情
報
化
へ
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
＝
総
務
省

 

二
三
七
八　

�

医
療
制
度
改
革
大
綱
ま
と
ま
る
＝
政
府
・

与
党
社
会
保
障
改
革
協
議
会

 

二
三
八
〇　

�

中
間
論
点
整
理
ま
と
ま
る
＝
地
方
分
権
改

革
推
進
会
議 

二
三
八
一　

�

新
た
な
国
土
計
画
制
度
で
中
間
報
告
＝
国

土
審
議
会
基
本
政
策
部
会 
二
三
八
三　

�

平
成
十
四
年
度
関
係
省
庁
予
算
特
集
号

 

二
三
八
四　
　

徹
底
し
た
行
革
と
歳
出
の
見
直
し
を
要
請

＝
平
成
十
四
年
度
財
政
課
長
内
か
ん

 

二
三
八
五　

�

　
〈
随　

想
〉

我
が
町
は
今
…
山
梨
県
町
村
会
長
・
上
野

原
町
長 

奈
良
明
彦　

二
三
七
一　

�

量
入
制
出
（
い
る
を
は
か
り
い
づ
る
を
せ

い
す
）
…
兵
庫
県
津
名
郡
一
宮
町
長

 

上
田　

弘　

二
三
七
二　

�

小
さ
な
喜
び
大
き
な
感
動
…
徳
島
県
町
村

会
長
・
上
板
町
長

 

吉
岡
義
人　

二
三
七
三　

�

鶴
に
こ
だ
わ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
…
青
森
県

町
村
会
長
・
鶴
田
町
長

 

中
野
�
司　

二
三
七
四　

�

故
郷
と
十
二
支
…
宮
崎
県
町
村
会
長
・
北

方
町
長 

佐
藤
嘉
紘　

二
三
七
五　

�

和
を
大
切
に
…
新
潟
県
赤
泊
村
長

 

石
塚
英
夫　

二
三
七
六　

�

洪
水
に
学
ぶ
…
京
都
府
大
江
町
長

 

佐
藤
克
巳　

二
三
七
七　

�

耳
か
き
と
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
…
埼
玉
県

杉
戸
町
長

 

小
川
伊
七　

二
三
八
〇　

�

上
杉
鷹
山
公
に
学
ぶ
…
宮
城
県
富
谷
町
長

 

若
生
照
男　

二
三
八
一　

�

市
町
村
合
併
に
想
う
…
長
野
県
上
山
田
町

長 

小
山　

立　

二
三
八
二　

�

伊
良
部
の
ゴ
ル
フ
場
雑
感
…
沖
縄
県
伊
良

部
町
長 

浜
川　

健　

二
三
八
三　

�

人
生
雑
感
…
栃
木
県
町
村
会
長
・
烏
山
町

長 

岩
�
義
一　

二
三
八
五　

�

　
〈
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

村
民
一
家
族
の
村
づ
く
り

＝
岡
山
県
新
庄
村 

二
三
七
一　

�

〜
神
話
と
伝
説
の
ふ
る
さ
と
〜
高
千
穂

＝
宮
崎
県
高
千
穂
町 

二
三
七
三　

�

地
域
に
密
着
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
目

指
し
て

＝
島
根
県
赤
来
町 

二
三
七
六　

�

住
民
参
加
で
花
の
ま
ち
づ
く
り

＝
鹿
児
島
県
山
川
町 

二
三
七
七　




和
や
か
で
温
も
り
の
あ
る
町
を
目
指
し
て

＝
島
根
県
石
見
町 

二
三
八
一　

�

　
〈
論　

説
〉

農
山
村
の
価
値
と
日
本
再
生
…
千
葉
大
学

教
授
・
東
京
大
学
名
誉
教
授　

大
森　

彌

 

二
三
七
八　

�

世
論
調
査
と
町
村
の
可
能
性
…
法
政
大
学

現
代
福
祉
学
部
教
授　

岡
崎
昌
之

 

二
三
八
二　




　
〈
こ
の
町
こ
の
村
〉

香
川
県
飯
山
町
・
新
土
町
長
を
訪
ね
て

 

　

二
三
八
二　

�

　
〈
情　

報
〉

町
村
週
報
主
要
索
引
（
平
成
十
三
年
六
月

〜
平
成
十
三
年
九
月
） 

二
三
七
一　

�

都
道
府
県
別
市
町
村
数
（
平
成
十
三
年
十

月
一
日
付
） 

二
三
七
二　

�

永
年
の
功
績
を
称
え
総
務
大
臣
表
彰

 

二
三
七
三　

�

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
（
山
形

県
） 

二
三
八
〇　

�

カ
プ
セ
ル
Ｎ
Ｏ
Ｗ
＆
Ｎ
Ｅ
Ｗ

二
三
七
一
・
二
三
七
三
〜
二
三
七
五
・

二
三
七
七
・
二
三
七
八
・
二
三
八
一
・

二
三
八
三
・
二
三
八
五

政
策
レ
ー
ダ
ー

二
三
七
一
〜
二
三
七
八
・

二
三
八
〇
〜
二
三
八
二
・

二
三
八
五
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政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
人
権
擁
護
の
施
策

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
強
制
捜
査

権
限
を
持
つ
人
権
委
員
会
（
仮
称
）
の
設

置
を
柱
と
す
る
「
人
権
擁
護
法
案
（
仮
称
）

の
大
綱
」
を
発
表
し
た
。

　

大
綱
に
よ
る
と
、
人
権
委
員
会
は
独
立

し
た
行
政
組
織
と
し
て
法
務
省
の
外
局
と

し
、
委
員
長
と
委
員
四
人
で
構
成
さ
れ
、

首
相
が
国
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
。

ま
た
、
人
権
委
員
会
に
人
権
擁
護
委
員
を

置
き
、
市
町
村
長
か
ら
推
薦
を
受
け
た
住

民
に
加
え
、
特
に
適
任
と
認
め
る
者
に
、

市
町
村
長
の
意
見
を
聴
い
て
委
嘱
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

人
権
侵
害
行
為
に
対
す
る
人
権
救
済
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
人
権
相
談
、
任
意
の

調
査
、
助
言
、
指
導
等
の
一
般
救
済
手
続

き
の
ほ
か
、
特
別
救
済
手
続
き
と
し
て
、

①
公
務
員
及
び
私
人
に
よ
る
差
別
的
取
扱

い
、
虐
待
、
②
報
道
機
関
に
よ
る
犯
罪
被

害
者
等
に
対
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、

③
差
別
助
長
行
為
―
等
に
対
す
る
調
査
権

限
及
び
調
停
、
仲
裁
、
勧
告
・
公
表
、
訴

訟
援
助
の
手
法
を
整
備
す
る
と
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
加
害
者
側
が
調
停
や
仲

裁
に
応
じ
な
い
場
合
、
人
権
侵
害
の
停
止

等
を
勧
告
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
従
わ
な

い
場
合
は
、
そ
の
内
容
を
公
表
で
き
る
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
被
害
者
か
ら
申
し
出

が
あ
る
と
き
は
、
人
権
委
員
会
が
保
有
す

る
関
係
資
料
の
閲
覧
や
当
該
事
件
の
訴
訟

へ
の
補
助
的
参
加
が
で
き
る
と
し
て
い

る
。

　

今
後
、
条
文
案
を
詰
め
、
三
月
上
旬
の

法
案
提
出
を
目
指
す
。

人
権
擁
護
法
案
の
大
綱
ま
と
ま
る

―
法
務
省
―

農
山
村
振
興
研
究
会
報
告
ま
と
ま
る

　

中
央
環
境
審
議
会
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク

ル
基
本
問
題
専
門
委
員
会
は
、
こ
の
度

「
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
基
本
問
題

に
関
す
る
検
討
結
果
に
つ
い
て
」
を
ま
と

め
た
。

　

こ
れ
は
、
廃
棄
物
の
定
義
・
区
分
の
あ

り
方
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
係
る
廃
棄
物
処
理

業
・
施
設
に
対
す
る
規
制
及
び
排
出
者
責

任
・
拡
大
生
産
者
責
任
等
の
基
本
問
題
に

関
す
る
考
え
方
を
専
門
的
な
見
地
か
ら
検

討
し
、
ま
と
め
た
も
の
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
廃
棄
物
の
範
囲
に
つ

い
て
は
、
不
要
物
の
不
適
正
処
理
防
止
の

た
め
、
不
要
物
と
し
て
廃
棄
さ
れ
る
範
囲

を
広
く
捉
え
る
考
え
方
等
を
提
示
、
ま
た

廃
棄
物
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
生
活
系
廃

棄
物
は
市
町
村
、
事
業
活
動
か
ら
出
る
事

業
系
廃
棄
物
は
事
業
者
の
責
任
で
処
理
す

る
考
え
方
や
、
有
害
性
な
ど
に
伴
う
規
制

に
着
目
し
た
区
分
の
考
え
方
が
示
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
排
出
者
責
任
等
の
検
討
の
中
で

は
、
不
法
投
棄
物
の
処
理
費
用
に
つ
い
て

生
産
者
に
一
定
の
役
割
を
求
め
て
い
く
方

策
や
、
経
済
的
措
置
等
の
導
入
に
よ
り
不

法
投
棄
物
を
抑
制
す
る
仕
組
み
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
な
ど
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
今
後
は
こ
の
検
討
結
果
を
基
に

廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
部
会
で
さ
ら
に
審

議
し
、
三
月
を
目
途
に
中
間
報
告
を
取
り

ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
基
本

問
題
に
関
す
る
検
討
結
果
に
つ
い
て

　

十
三
年
七
月
か
ら
中
長
期
的
な
農
山
村

の
振
興
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
て
き
た

「
農
山
村
振
興
研
究
会
」の
報
告
が
以
下
の

と
お
り
ま
と
ま
り
、
公
表
さ
れ
た
。

　

基
本
的
方
向
と
し
て
、
農
山
村
で
暮
ら

す
・
過
ご
す
と
い
う
選
択
肢
を
幅
広
く
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
人
・
も
の
・
情
報
」

が
都
市
と
農
山
村
間
で
循
環
す
る
社
会
を

実
現
し
、
良
質
な
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
た

豊
か
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を
提

起
し
て
い
る
。

　

そ
の
方
策
と
し
て
、
①
客
観
的
な
農
山

村
の
魅
力
の
評
価
と
発
信
、
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
②
旧
市
町
村
や
小

学
校
区
程
度
の
規
模
・
広
が
り
を
持
つ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
再
編
と
、
効
率
的
で
質

の
高
い
共
通
社
会
基
盤
の
整
備
③
住
民
参

加
に
よ
る
市
町
村
レ
ベ
ル
の
土
地
利
用
計

画
の
作
成
と
、
農
地
法
・
農
振
法
等
個
別

法
に
よ
る
規
制
か
ら
、
条
例
や
土
地
所
有

者
と
の
契
約
等
に
よ
る
市
町
村
主
体
の
土

地
利
用
調
整
へ
の
移
行
④
本
格
的
な
農
業

就
業
、
市
民
農
園
、
退
職
後
の
居
住
等
、

価
値
観
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た

様
々
な
参
入
に
対
す
る
積
極
的
評
価
と
、

住
宅
取
得
の
円
滑
化
、
農
林
業
・
農
林
地

へ
の
多
様
な
関
わ
り
方
を
可
能
と
す
る
条

件
整
備
―
等
を
挙
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
に
当
た
り
、
住
民

自
ら
の
積
極
的
な
参
画
や
、
住
民
に
最
も

身
近
な
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
取
組
の
促

進
、
市
町
村
の
企
画
立
案
能
力
の
向
上
等

が
望
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。
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赤坂見附方面 

至 
市 
ヶ 
谷 

都道府県会館 

永田町駅 

参議院議員会館 

最高裁判所 

高速道路公団 

高速 4号新
宿線 

青山通り 

永田町 
合同庁舎 

国立 
国会図書館 

至日比
谷 

相互ビル 

砂防会館 

全国町村会館 

全国町村会館西館 
永田町駅 

国会議事堂 

東京湾 

全国町村会館 

国立国会図書館 

土 ・ 日 ・ 祝日 ご宿泊 ＜ 特別料金 ＞ 

シ ン グ ル A 6,800円 （通常料金   8,500円） 

ツ  イ  ン A 12,800円 （通常料金 16,000円） 

金 曜 の ご 宿 泊 は 通 常 料 金 の 15％ OFFに て ご 利 用 
い た だ け ま す 。 

● 東京デ ィ ズニ ー ラ ン ド／ 地下鉄 永 田 町駅か ら JR舞 浜 駅 ま で約 34分 

● 浅草／ 地下鉄赤坂見附駅 か ら 浅草駅 ま で約 27分 

● 東京 タ ワ ー ／ 地下鉄永田町駅 か ら 御成門駅 ま で約 25分 

● 後楽園遊園地／ 地下鉄永田町駅 か ら 後楽園駅 ま で約 10分 

● 東京都庁展望室／ 地下鉄赤坂見附 駅 か ら 新宿駅 ま で約 10分 

東京観光地へのア ク セ ス ガイ ド 

（  　　　　　　） 

都 心 に 生 ま れ た ゆ と り と や す ら ぎ の 空 間 
官 庁 街 に 近 く 、 最 適 な ロ ケ ー シ ョ ン を 

誇 る  全国町村会 館 。 

一流 ホ テ ル （ 帝 国 ホテ ルグ ル ー プ ） 

と の 提携 に よ る 上質 な サ ー ビス と 、 

味 わい 豊 か な 料理 、 

ゆ と り の あ る 客室 で 

皆様 を お も て な し 

い た し ま す 。 

シ ン グル 131室 8,500円 よ り 
ツ イ ン　 18室 16,000円 よ り 

★ 8～ 16F

客 室は 広 めで （ シ ング ル 18m2） 羽 毛 寝 具 に 
よ り 心地 よ い 睡眠 に配 慮 い た し て お り ま 
す 。 す べ て の 客 室 は 快 適 な 7階 以 上 の 
上層階 に配 さ れ 、 リ ラ ッ ク ス し て い た だ く 
た め の静 か な 空 間 を 作 り 上 げ ま し た 。 

く つ ろ ぎ を 最優先 に こ だ わ っ た 客室 

シングル 

東京 で の 週末 ・ 祝日 のご 利用 に 特別サ ー ビ ス 

（室料） 

交通 の 便利 な ロ ケ ー シ ョ ン で 、 

多勢 の 人 に お集 り い た だ く 

パ ー テ ィ ー な ど に 最適 です 。 

ま た 大小 4つ の ホ ー ル ・ 会議室が あ り 、 

幅 広 い 用 途 にお 使 い いた だけ ま す 

特  別  サ  ー  ビ  ス  と  し  て  

地元 よ り の 特産品 な ど 、 
持 ち 込 み は自由 です 。 
ご 希 望 に よ り 調 理 も いた し ま す 。 

各行事の際 に 、 町村 よ り 一括 し て ご宿泊 
を お申 し 込 み い た だ い た 場合 は 、 すべ て 
会員の特別料金 を 適用 い た し ま す 。 

ご宿泊料金 を 
最大 20％ 割引 き い た し ま す 。 

※ ご宴 会 な ど の お 料理 は 、 ご希 望 と ご予 算 に 応 じ 、 　 
洋食 ・ 和食の いず れ も ご用意い た し ま す 。 

〒 100-0014  東京 都 千代 田区 永田 町 １ 丁目 １ 1番 35号 

ご 予 約 ・ 
お 問 い 合 せ は 

ホール 

TEL:03(3581)0471 FAX:03(3581)0220

（ 2名） 

［ 交 通 案 内 ］ 
有 楽 町 線 ・ 半 蔵 門 線 ・ 南 北 線 
「 永 田 町 駅 」 3番出口徒歩 1分 

丸 の 内 線 ・ 銀 座 線 「 赤 坂 見 附 駅 」 徒 歩 5分 
タクシー　東京駅から約 20分 

在京出身者の集 いな ど 
町村主催の各種行事 

自治大学校な どの交友会 

小 ・ 中学校の東京 での行事参加 

職員旅行 ・ 家族旅行 

東京観光 の 拠点 に 最適 

（室料） 

［宿 泊利用 助成券 契約市 町村 職員共 済組合 等一覧 ］ 

 

北海 道市町 村職員 福祉協 会 ・ 青森県 ・ 福島 県 ・ 茨城 県 ・ 栃木県 ・ 群馬県 ・ 埼玉県 ・ 千葉県 ・ 東京 都 ・ 神奈 川県 ・ 山梨 県 ・ 新潟県 ・ 富山県 ・ 石川 県 ・ 福井県 ・ 長野 県 ・ 岐阜 県 ・ 静岡県 ・ 愛知県 ・ 三重県 ・ 
滋賀県 ・ 京都府 ・ 兵庫県 ・ 奈良県 ・ 和歌山県 ・ 鳥取県市 町村職員互助会 ・ 島根県 ・ 島根県市町村職 員年金者連 盟 ・ 岡山県 ・ 広島県 ・ 山口県 ・ 高知県 ・ 福岡県 ・ 長崎県 ・ 熊本県 ・ 大分県 ・ 宮崎県 ・ 鹿児島県 ・ 沖縄県 ・ 地方職員共済組 合 （団体共済 部） 


